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市政だより γ今月の交通事故相談日
6月27日(火〉

市役所第 1会議室

10時--15時
なるべく事故に関係の書類を

ご持参ください
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観賞客が絶えない花しょうぶ園

?万人を銭9畿繋挙手

九州|ーの
大村公園の玖島城跡外堀lと、今を盛りと咲き競

う花しょうぶは、九州ーを誇り、夜間照明施設も

できて期間中(6月初~中旬)の観賞客は1万人

を越えるようになりました。

今から 270年前の江戸時代に品種改良されたと

いう江戸しょうぶと、天保時代i乙関東から熊本に

導入されて改良されたという肥後しょうぶは、純

白、濃紫、薄もも色と、幅広い大輪の花を約3千

平方メートノレに及ぶ外堀いっぱいに、優雅なたた

ずまいを見せ、カメラの前に立つ観賞客もふえ

て、初夏の大村公園は、連日花しょうぶ園でにぎ

わっています。

花しょうぶ園
咲き誇る85種
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毎月 1日・15日発行 発行所/大村市役所編集人/総務課長岩永敬之印刷所/隆文社印刷所
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(2) 

産

業

廃て

棄

物

を

る

と

き

市政だより '

市
政
だ
よ
り
五
月
一
日
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
と
お
り
「
大
村

市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
条
例
」
の
施
行
に
よ
り
、
事

業
者
は
、
そ
の
事
業
活
動
に
よ
り

生
じ
た
廃
棄
物
を
、
で
き
る
だ

け
、
自
分
で
、
適
正
に
処
理
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
乙
と
に
な
り
ま

し
た
。た
だ
し
、
市
が
指
定
す
る
ゴ
ミ

埋
立
地
(
釜
川
内
)
に
事
業
者
が

自
分
で
搬
入
す
る
場
合
は
そ
の
取

扱
い
が
、
来
る
七
月
一
日
か
ら
、

次
の
要
領
で
実
施
さ
れ
る
乙
と
に

な
り
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
ど
協
力
く
だ
さ
い
。

一
、
指
定
産
業
廃
棄
物

ω木
く
ず
〔
木
材
ま
た
は
木
製

品
の
製
造
業
(
家
具
の
製
造

業
を
含
む
)
パ
ル
プ
製
造
業

及
び
輸
入
木
材
の
卸
売
業
に

係
る
も
の
に
限
る
〕
お
が
く

ず
類
を
含
む
。

ω建
設
廃
材
(
工
作
物
の
除
去

⑥ 

に
伴
っ
て
生
じ
た
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
破
片
、
そ
の
他
こ
れ

に
類
す
る
不
要
物
)

ニ
、
処
理
の
条
件

凶
事
業
者
が
自
己
処
理
困
難
な

場
合
で
あ
る
こ
と
。

凶
市
内
の
事
業
所
か
ら
排
出
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

間
一
般
廃
棄
物
の
処
理
に
支
障

が
な
い
よ
う
、
つ
と
め
て
減

量
化
に
つ
と
め
る
こ
と
。

凶
埋
立
地
の
つ
ご
う
に
よ
り
制

限
す
る
乙
と
が
あ
る
こ
と
。

附
運
撮
に
あ
た
っ
て
は
、
廃
棄

物
が
飛
散
し
、
あ
る
い
は
流

出
し
な
い
よ
う
、
適
切
な
措

置
を
す
る
こ
と
。

一、
埋
立
地
に
お
け
る

注
意
事
項

山
撮
入
時
間

A
V
四
月
か
ら
九
月
ま
で

午
前
九
時
か
ら
午
後
六
時

令
十
月
か
ら
三
月
ま
で

夏

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時

国
搬
入
者
は
管
理
人
の
指
示
に

従
う
乙
と
。

凶
日
曜
日
、
祝
祭
日
の
扱
入
は

し
な
い
乙
と
。

四
、
処
理
手
数
料
徴
収

方
法

山
撮
入
者
は
埋
立
地
管
理
人
に

申
し
出
て
確
認
を
受
け
る
乙

ル」。

凶
処
理
手
数
料
は
、
一
カ
月
分

を
ま
と
め
て
、
納
入
通
知
書

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
翌
月

の
十
日
ま
で
に
、
大
村
市
公

金
取
扱
金
融
機
関
へ
納
入
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

指定産業廃棄物処理手数料

種別|区 分|単 位 [金額

大載以にう型量上)よ貸表白る場物示車合両自5動をト(車積ン I 満載1台のに場つ合き
1.000円

い 半載1台のに場つ合き 500円

産業廃
普載に回通量車よ宜両る2場物をト合い自ン動以う(車積) 上

満載1台のに場つ合き 400円

棄物処 半載1台のに場つ合き 200円

理手数

小融に型量よ貨以るう50場物)上0合キ回自動ロ(車粒グ料 1台につき 100円
をラム 車両
し可

軽よ貨る場物合自動車に 1台につき 100円

上等記に以よ外る場の車合両

農
業
委
員
の
選
挙

月

14 

今
年
の
七
月
十
九
日
で
任
期
満

了
す
る
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙

は
七
月
四
日
告
示
、
七
月
十
四
日

に
投
票
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

乙
の
選
挙
に
立
候
補
を
予
定
し

期

特

別

貯

蓄

増

強

運

動

日

投
百冨
ヨ才電=

て
い
る
か
た
お
よ
び
そ
の
関
係
の

か
た
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。な
お
、
立
候
補
届
出
用
紙
、
候

補
者
心
得
な
ど
は
、
説
明
会
会
場

6
月
刊
日

で
お
渡
し
す
る
予
定
で
す
。

⑨
開
催
日
時
六
月
二
十
七
日

午
後
一
時
か
ら

市
役
所
大
会
議
室

④ 
場

所

昭
和

四
十
七

年
度
分

の
市
県

民
税
の

納
税
通

知
書
を

六
月
十

三
日
に

発
送
し

ま
し
た

鉄

道

妨

!

7月
間
日

「納税通知書を発送 i

市県民税 | 

6 

門
司
鉄
道
管
理
局
で
は
六
月
十

一
日
か
ら
六
月
三
十
日
ま
で
を
鉄

道
妨
害
防
止
期
間
と
定
め
、
列
車

事
故
の
撲
滅
運
動
を
実
施
し
ま
す

み
ん
な
で
次
の
事
項
を
ま
も
り

協
力
し
ま
し
ょ
う
。

付
鉄
道
踏
切
を
渡
る
と
き
は
、
左

右
を
よ
く
見
て
、
安
全
を
確
か
め

古
ナ
し
ょ
・
っ
。

向
車
両
な
ど
で
通
行
す
る
と
き
は

今
年
度
は
地
方
税
法
の
改
正
に

よ
り
市
民
税
関
係
の
諸
控
除
額
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

改
正
点
の
お
も
な
も
の
は
次
の

と
お
り
で
す
。

1 8f3~~~1 
|150，O01 01 

配偶者控除 1140.0001 130.000 

扶養控除 I110.0001100.000 

配偶者がなく扶養親 I 1 (ln (¥(¥，，1 寸寸" ""  
族がある場合1人目 1 1ω. UUUi llU. UU 

老人、寡婦、障害者 1100.000190.001 

害

防

止

運

動

月

11 

30 

日

日必
ず
い
っ
た
ん
停
車
し
、
安
全
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

同
線
路
通
行
は
危
険
で
す
か
ら
絶

対
や
め
ま
し
ょ
う
。

同
線
路
や
踏
切
で
は
遊
ば
な
い
よ

う
注
意
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

同
レ

l
ル
上
に
石
な
ど
を
並
べ
た

り
、
列
車
に
も
の
を
投
げ
た
り
す

る
こ
と
は
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。
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⑥ 

貯

お

し

|せ
り

注
射
と
検
診

幅四原
爆
被
爆
者
定
期
健
康

診
断
と
手
帳
の
更
新

り

昭
和
四
十
七
年
度
第

一
回
原
爆

被
爆
者
の
定
期
健
康
診
断
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
原
爆
手

帳

(更
新
)
を
持
参
し
て
く
だ
さ

ω今
度
は
新
し
い
手
帳
の
交
付
で

す
か
ら
必
ず
検
査
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

凶
国
立
大
村
病
院、

大
村
市
立
病

院
に
入
院
中
の
か
た
は
病
院
で

受
診
し
検
査
結
果
を
手
帳
に
記

入
し
大
村
保
健
所
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

同
右
の
病
院
外
の
医
院
に
入
院
中

の
か
た
は
診
断
書
を
添
え
て
手

帳
を
大
村
保
健
所
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

凶
住
所
変
更
に
つ
い
て
は
本
人
が

住
民
票
の
写
し
を
持
参
の
う
え

大
村
保
健
所
に
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

同
死
亡
者
の
手
帳
は
大
村
保
健
所

に
返
納
し
て
く
だ
さ
い
。

おおむ市政だより(3) 

畜

で

き

必
ず

原爆被爆者定期検診日程表

注どを実施場所 対 象 地 区 受付時間

9月16日大村保健所 片町、東本町、西本町、 武部、水田 139~~1114 時

19日 ，ゲ 岩舟、上小路、 徳泉川内 ノ/

21日 ノノ 古町、 乾馬場、杭出津 N 

22日 ノノ 久原、玖島、後木場 /ノ

〆'1 片町、東本町、西本町、 武部、 水田 ノゾ

1.〆 松並、桜馬場、松山、西小路 N 

圃
妊
婦
及
び
乳
幼
児

検

診

の

中

止

七
月
の
妊
婦
及
び
乳
幼
児
検
診

は
、
三
歳
児
検
診
実
施
の
た
め
中

止
し
ま
す
。

募

集

圃
市
制
三
十
周
年
記
念

青
年
圏
内
研
修
生
募
集

、ー

，っ

明

市
教
育
委
員
会
は
、

次
の
と
お

り
青
年
の
圏
内
研
修
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

ふ
る
っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い

期

間

九

月
上
旬

十
日
間

研
修
地

滋
賀
県
、
静
岡
県、

東
京
都

研
修
内
容

。
都
市
訪
問
と
青
年
交
歓

。
施
設
の
視
察
、
見
学

。
大
村
市
の
紹
介

募
集
人
員
十
名

資
格。
二
十
歳
か
ら
二
十
六
歳

。
市
内
に
居
住
す
る
勤
労
青
年

。
全
日
程
に
参
加
で
き
る
者

経
費

個
人
負
担
金

五
千
円

申
込
方
法

市
社
会
教
育
課
に
関
係
書
類
が

あ
り
ま
す
の
で
、
期
日
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

締

切

七

月
八
日

※
く
わ
し
く
は
、

社
会
教
育
課

へ

圃
ア
ク
ア
ラ
ン
グ

会

員

募

集

ダ
イ

パ
!
と
し
て
の
エ
チ
ケ
ッ

ト、

安
全
性
の
確
保
、
危
険
防
止

の
趣
旨
で
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す。申
込
先

旭
堂
ス
ポ
ー
ツ
庖

電
話
。

l
一
二
六
八

る

社

五回=一 一 ‘ 

市

っ起こ 通事を害や交控公 ききずま 楽し 健庫で モだ 伸び子曹く 老人を 市民 切親で きい っつ 水最と 民

望とし よさ し 庭家をい 仕事に てましよ ども やいうま に忽きを守るま面 つく白 な れたま 花とに 憲

うょうに うよ lげみa う夢を白 ましりょ ましょをちま 害皐 1 

う う : 

幅四
防
衛
庁
共
済
組
合
竹
松

ク
ラ
ブ
職
員
を
募
集

採
用
人
員
業
務
員
女
子

一
名

(
隊
員
ク
ラ
ブ
販
売
係
)

資
格

年
齢
十
八
歳
1
二
十
三
歳

ま
で

(学
歴
不
問
、
た
だ
し
珠

算
を
多
少
で
き
る
者
)

勤
務
場
所
竹
松
部
隊
内
隊
員

ク

ラ

ブ

(
今
津
郷
)

給
与

国
家
公
務
員
給
与
法
に
も

と
づ
き
支
給七
月
一
日

採
用
月
日

k
A
Q
冨

応
募
方
法

履
歴
書
、
写
真
二
枚

を
六
月
二
十
日
ま
で
に
提
出
の

こ
ん』

提

出

先

竹
松
部
隊
厚
生
科

今
津
郷

電
話
。
三
一
四
一

内
線
四
O

公

売

圏
不
用
品
の
公
売

日
時

六
月
二
十
三
日
(金
)

午
後

一
時
J
午
後
二
時

場

所

市

役
所
裏
庭

公
売
物
件

机
類
二
十
九
、
い

す
類

二
十
八
、

木
製
棚
類

十

六
、
保
管
庫

て

卓
子

二、

黒
板

二、

自
転
車

四、

石
炭

ス
ト
ー
ブ

一
、
モ
ー
タ
ー
三
十

一
、
モ
ー
タ
ー
二
・
二

K

K
 
一一入
札
方
法
一

般
競
争
入
札

代
金
納
入
方
法

即
納
と
す
る

※
く
わ
し
く
は
会
計
課
用
度
係
へ

催
し
も
の

圃
青
少
年
弁
論
大
会

毎
年
七
月
一
日
か
ら

一
カ
月
間

「社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

が

全
国
的
に
展
開
さ
れ
ま
す
が
、
長

崎
県
更
生
保
護
協
会
大
村
支
部
で

は
、
乙
の
運
動
の一

環
と
し
て
、

中
学
、
高
校
生
の
青
少
年
弁
論
大

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時
六
月
二
十
四
日
午
後

一
時

場
所

市
民
会
館
三
階
会
議
室

弁
論
内
容
「
青
少
年
の
非
行
防
止

と
住
民
の
参
加
」

出
場
人
員
二
十
数
名

講

習

会

圃
十
六
ミ
リ
映
写
機

操
作
技
術
講
習
会

六
月
二
十
七
日
I
二
十
八

午
後
六
時
1
十
時

場

所

中

地
区
公
民
館

対
象

青
年
団
体、

少
年
団
体
、

一
般
各
団
体
か
ら

一
名
1
二
名

人
員

四
十
名

内
容

全
日
程
終
了
者
に
は
、
県

教
育
委
員
会
の
認
定
証
を
発
行

申
込
み

六
月
二
十
四
日
ま
で
。

氏
名
、
住
所
、

関
係
団
体
名
を

記
入
し
て

ハ
ガ
キ
か
電
話
で
左

記
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

大
村
市
久
原
郷

一
の
一

中
央
公
民
館
あ
て

電
話

。

四
三
二
一

日
日時
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(4)' 

圃
ベ
ン
習
字
教
室

おおむら

日
時

七
月
三
日

t
九
月
十
一
日

毎
週
月
曜
日

午
前
十
時
J
二
時
間

場

所

中

央
公
民
館

人
員
四
十
名

内
容

初
心
者
を
対
象
と
す
る

講

師

山

口
勝
氏

申
込

六
月
二
十
七
日
ま
で
(
先

着
順
で
締
め
切
り
ま
す
)

希
望
者
は
、
氏
名
、
生
年
月
日

住
所
、
勤
務
先

(
電
話
)
を
記

入
し
て
、
必
ず
往
復

ハ
ガ
キ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
先
大
村
市
中
央
公
民
館

ぺ
ン
習
字
教
室
係
あ
て

久
原
郷

一
の
一

(電
話
②
四
三
一
一
一
)

市政だより

園
水
上
ス
キ

l
講
習
会

目
的

海
事
思
想
の
普
及
と
ア
マ

チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
知

識
を
広
め、

技
量
を
練
磨
す
る

た
め

日
時

七
月
八
日
・

九
日

午
前
九
時

t
午
後
五
時

(荒
天
の
時
は
中
止
)

場
所
大
村
競
艇
場

主

催

長

崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

競
走
会

参
加
資
格

県
内
一

般

(高
校
生

以
上
の
男
女
)

、，同】-

惨ご寄贈ありがとうございました4

参
加
料

無
料

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ

で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業

連
絡
先
を
明
記
し
申
し
込
む

申

込

先

長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ
l

ト
競
走

会

大

村
市
玖
島
崎

電
話

。
六

一
九
四

携
行
品

海
水
着
、
タ
オ
ル、

弁

当
を
持
参
の
こ
と

そ

の

他

画
一田

植

え

賃

金

農
業
委
員
会
は
田
植
え
賃
金
を

次
の
よ
う
に
決
め
ま
し
た
。

乙
れ
は
標
準
で
す
か
ら
立
地
条

件
に
よ
っ
て
は
、
多
少
の
違
い
が

ヤ

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

(
渡
辺
貞
兎
会
長

)
か

ら、

新
築
さ
れ
た
中
地

区
公
民
舘

(住
民
セ
ン

タ
ー
内
)
に
書
架
と
図

書
二
十
五
冊
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

乙
の
図
書
は
ラ
イ
オ

ン
ズ
文
庫
と
し
て
図
書

室
に
保
管
し
て
い
ま
す

の
で
、
み
な
さ
ん
ど
利

用
く
だ
さ
い。

あ
り
ま
す
。

田
植
え
賃
金

男
女
と
も

一
日
当

た
り
食
事
っ
き
千
三
百
円

田
植
え
機
械
に
よ
る
田
植
え

十
ア
ー
ル
当
た
り
二
平
五
百
円

賃
耕
料
十
ア
ー

ル
当
た
り

春
田
起
こ
し

二
千
七
百
円

麦
田
起
乙

し

二

千
円

植
代
か

き

千

四
百
円

直
援
護
業
務
の

現
地
巡
回
相
談

旧
軍
人、

軍
属
及
び
遺
族
な
ど

の
援
護
関
係
に
つ

い
て
、

次
の
と

お
り
巡
回
相
談
が
実
施
さ
れ
ま
す

期
日

六
月
二
十
九
日

時

間

午

前
九
時
J
午
後
四
時

場

所

市

役
所
第
二
会
議
室

圃
海
面
埋
立
工
事
の

事

故

防

止

市
役
所
横
で
海
面
埋
立
工
事
が

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
工
事
者

に
お
い
て
は
下
記
の
と
お
り
標
識

を
示
し
、
事
故
防
止
の
た
め
皆
さ

ん
の
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

の
で
、

付
近
航
行
の
船
舶
は
ご
注

意
く
だ
さ
い。

E
E

町
や
職
場
を
花
で

飾
り
ま
し
ょ
う

市
民
運
動
推
進
協
議
会
で
は、

市
民
に

、
い
乙

い
、
と

、
明
る
さ

、
を
与
え
て
く
れ
る
花
で
、
町
や

職
場
を
飾
ろ
う
と
.
今
年
も
花
い

っ
ぱ
い
運
動
を
行
な
っ
て
い
ま

す。
花
苗
は
、
園
芸
高
校
や
大
村
部

隊
の
ど
好
意
に
よ
っ
て
、
サ

ル
ビ

ャ
、
マ

リ
l
ゴ
ー
ル
ド
が
育
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
職
場
や
団
体
は
六

月
二
十
二

日
ま
で
に
市
社
会
教
育

課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

企
配
布
予
定
六
月
二
十
五
日
頃

企
希
望
が
多
い
と
き
は
、
本
会
で

配
分
し
ま
す
。

画
漂

流

物

拾

得

物
件

伝
馬
船

一
隻

※
心
当
た
り
の
か
た
は
会
計
課
へ

海面埋立工事略図

J 
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